
新課程における
カリキュラム編成の考え方

―　２０１３年度の全面実施に向けて〈PART２〉　―

４月号に続き、各校での実態を踏まえたカリキュラム編成の考え方を紹介する。
今号では、県下有数の進学校である山形県立米沢興譲館高校と、

県内で最初の連携型中高一貫教育の実践高校である静岡県立川根高校に、
カリキュラム決定までの過程と共に、今後の運用面での課題を聞いた。

学校の根幹を見つめ、今の指導を次代の指導へとつなぐ 新課程への助走

県内屈指の進学校。生徒のほとんどが国公立大を志望
２００３年の現行課程導入時、ＳＩを徹底的に議論
授業時数は５５分×６コマ（水曜のみ７コマ）

大学入試だけを目標としない全人教育を軸とする
５５分×６コマから５０分×７コマに変更して、週４コマ増やす
行事を精選し、授業時間を捻出

全体の「器」を広げたため、コマ数減の科目なし
国・地歴公民・数・理・英のいずれもコマ数増。特に、文系では国語や地歴
公民を、理系では数学や理科を増やした
「芸術」「家庭」「情報」は１年生で集中的に履修

言語活動の教科指導上での実践
教職員の会議の効率化

●

●

●
 

●

●

●
 

●

●

●
 

●

●

山形県立米沢興譲館高校のカリキュラム

現　状

カリキュラム編成方針

カリキュラム編成上の
特徴

運用面での工夫と課題

山間部に位置する連携型中高一貫教育の実践高校。生徒の学力差が広い
特進クラスは週３５コマ、普通クラスは週３０コマと授業時数に差がある
生徒の多様な進路に合わせたメニュー設定に限界が生じる

高校３年間を通じて、コミュニケーション力など社会を生き抜く力を付けさせる
生徒のニーズに合わせた「多様性」から「共通性」重視へ転換を図る
生徒の学力の変化や学力差の拡大を想定し、カリキュラムに幅を持たせる

特進クラスと普通クラスの授業時数を統一し、１日６コマとする
協同的な学習などを通じて、知識を活用する授業を意識する

出口重視の指導から中学生の実態把握など、入り口重視の指導を模索
若手教師を中心に、授業研究により授業力向上を図る

●

●

●
　

●

●

●
　

●

●
　

●

●

静岡県立川根高校のカリキュラム

現　状

カリキュラム編成方針

カリキュラム編成上の特徴

運用面での工夫と課題

こうじょうかん

　
教
育
委
員
会
へ
の
新
課
程
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
提
出
に
向
け
、
多
く
の
学
校
で
策

定
の
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
課
題
と
な
る
の

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
運
用
面
だ
。
授
業

時
間
の
枠
内
で
本
当
に
学
習
内
容
を
教

え
切
れ
る
の
か
、
活
用
型
の
授
業
や
言

語
活
動
に
ど
う
取
り
組
め
ば
良
い
の
か

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

　
完
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど
う
運

用
し
て
い
く
か
。
２
校
の
考
え
を
紹
介

す
る
。

38September  2011



　
南
ア
ル
プ
ス
の
南
麓
、
大
井
川
の
中

流
に
位
置
す
る
静
岡
県
立
川
根
高
校

は
、
川
根
本
町
と
島
田
市
北
部
か
ら
成

る
川
根
地
区
唯
一
の
高
校
だ
。
地
域
に

塾
は
な
く
、
大
半
の
生
徒
は
中
学
・
高

校
時
代
を
通
じ
て
塾
や
予
備
校
に
通
う

こ
と
は
な
い
。
地
域
か
ら
は
「
川
根
高

校
が
無
く
な
る
と
地
域
が
衰
退
す
る
」

と
の
声
も
聞
か
れ
る
ほ
ど
、
同
校
の
教

育
活
動
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　
同
地
区
に
あ
る
三
つ
の
中
学
校
と
は

連
携
型
の
中
高
一
貫
教
育
を
行
う
。
３

校
か
ら
同
校
に
入
学
す
る
生
徒
は
合
計

約
６
割
。
同
校
の
生
徒
で
３
校
の
出
身

者
が
占
め
る
割
合
は
97
％
以
上
だ
。

　
必
然
的
に
入
学
者
の
学
力
の
幅
は
広

い
。
２
０
０
７
年
度
に
は
「
特
進
ク
ラ

ス
」
を
設
け
て
大
学
進
学
指
導
体
制
を

強
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
で

４
年
制
大
進
学
者
数
が
増
え
、
学
年
の

半
数
に
ま
で
達
し
た
。
こ
の
他
、
専
門

学
校
が
２
〜
３
割
、
就
職
が
約
２
割
と

い
っ
た
状
況
だ
。

　
こ
う
し
た
多
様
な
学
力
と
進
路
意
識

　
２
０
１
０
年
７
月
、
山
形
県
立
米
沢

興
譲
館
高
校
は
新
課
程
に
向
け
て
、
教

務
主
任
や
進
路
指
導
主
事
、
生
徒
指
導

主
事
ら
か
ら
成
る
「
新
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。「
新
」
が
付
く

の
は
、
03
年
の
現
行
課
程
へ
の
移
行
時

に
「
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ

て
学
校
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
議

論
し
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
新
委
員
会
の
議
題
は
、
①
学
校
が
目

指
す
も
の
、
②
進
路
指
導
体
制
の
在
り

方
、
③
理
数
科
の
在
り
方
、
④
週
当
た

り
の
授
業
時
数
や
１
コ
マ
の
時
間
、
⑤

学
校
行
事
の
見
直
し
、
⑥
土
日
の
活

用
、
⑦
部
活
動
の
在
り
方
で
あ
る
。
た

だ
し
、
①
〜
③
は
新
委
員
会
で
は
議
論

に
時
間
を
割
か
な
い
こ
と
に
し
た
。
そ

の
理
由
を
教
務
主
任
の
海
和
雅
人
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
私
は
旧
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
三
つ
に
関

自
校
の
Ｓ
Ｉ
に
応
じ
た
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
・
運
用

山
形
県
立
米
沢
興こ

う

譲じ
ょ
う

館か
ん

高
校

静
岡
県
立
川
根
高
校

現
行
課
程
移
行
期
の
議
論
を
踏
ま
え

主
要
教
科
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
や
す

多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
設
定
か
ら

「
共
通
性
」
重
視
へ
転
換

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

静
岡
県
立
川
根
高
校
副
校
長

浅
川
典
善

A
sak

aw
a F

u
m

iy
o

sh
i

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２

年
目
。

七
つ
の
議
題
か
ら

学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討

地
域
唯
一
の
高
校
と
し
て

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◎
１
９
６
３
年
、
自
宅
か
ら
高
校
へ

の
通
学
が
地
理
的
に
困
難
だ
っ
た
地
域
の
強
い
要
望
を
受

け
、
藤
枝
東
高
校
の
分
校
と
し
て
開
校
。
地
元
の
三
つ
の

中
学
校
と
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
展
開
。

形
態
◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
70
人

11
年
度
の
進
路
実
績
（
現
浪
計
）
◎
４
年
制
大
37
人
（
う

ち
国
公
立
大
６
人
）が
合
格
。
短
大
８
人
、専
門
学
校
13
人
、

就
職
13
人
。

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校

海
和
雅
人

K
aiw

a M
asato

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15

年
目
。
教
務
主
任
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◎
１
６
９
７
年
設
立
の
藩
校
か
ら

３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
校
。「
己
を
磨
き
、
誠

を
尽
く
す
」
な
ど
の
興
譲
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
。

形
態
◎
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約

２
０
０
人

11
年
度
入
試
実
績
（
現
役
の
み
）
◎
国
公
立
大
に
は
延
べ

１
２
１
人
が
合
格
。
私
立
大
に
は
延
べ
１
４
６
人
が
合
格
。

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
校

高
橋
正
憲

T
ak

ah
ash

i M
asan

o
ri

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８

年
目
。
進
路
指
導
主
事
。
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新課程への助走

を
持
つ
生
徒
た
ち
を
全
員
、
無
事
に
卒

業
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
道
に
進
ん
で
も

社
会
で
生
き
抜
い
て
い
く
力
を
付
け
さ

せ
る
こ
と
。
こ
れ
が
同
校
の
使
命
で
あ

る
と
共
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
基

本
方
針
と
も
な
っ
た
。

　
同
校
が
掲
げ
た
方
針
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
「
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
」
か
ら

「
共
通
性
重
視
」
へ
の
転
換
だ
。
浅
川
典

善
副
校
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
は
、
こ
れ
ま
で
生
徒
の
多
様

な
希
望
進
路
に
合
う
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
多
様
化
さ
せ
れ
ば
さ
せ
る

ほ
ど
、
生
徒
の
学
力
も
多
様
化
し
て
し

ま
う
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

だ
10
代
の
生
徒
が
進
路
や
科
目
を
決
定

す
る
の
は
本
来
的
に
は
難
し
い
こ
と

で
、
安
易
な
選
択
を
し
が
ち
で
す
。
多

様
化
が
限
界
に
来
て
い
る
と
考
え
、
先

生
方
に
新
課
程
を
機
に
共
通
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
多
様
性
か
ら
共
通
性
へ
の
流

れ
は
、
新
課
程
の
精
神
と
も
足
並
み
を

そ
ろ
え
る
も
の
で
す
。
新
課
程
で
は
、

国
語
総
合
と
数
学
Ⅰ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
の
３
科
目
が
共
通
必
履

修
科
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ど

の
生
徒
に
も
必
要
な
基
礎
学
力
を
明
確

に
示
し
た
と
言
え
ま
す
。
大
学
の
学
士

課
程
教
育
の
見
直
し
で
話
題
に
な
っ
た

『
学
士
力
』
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
中
で
の
基
礎
学
力
と
位
置
付

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
三
つ
の
科
目

は
学
士
力
に
つ
な
が
る
共
通
性
と
も
捉

え
ら
れ
る
の
で
す
」

　
同
校
は
新
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
選
択
科
目
を
精
選
し
、
国
語
、
数
学
、

英
語
の
基
礎
的
な
科
目
を
重
視
し
た
。

ま
た
、
特
進
ク
ラ
ス
は
現
在
ゼ
ロ
時
間

目
と
し
て
50
分
の
授
業
を
毎
日
行
い
１

日
７
コ
マ
と
し
、
普
通
ク
ラ
ス
は
そ
の

時
間
帯
に
30
分
間
の
朝
読
書
や
ド
リ
ル

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
12
年
度
に
は
全

ク
ラ
ス
１
日
６
コ
マ
に
統
一
し
、
放
課

後
の
活
動
を
充
実
さ
せ
、
家
庭
学
習
の

時
間
も
確
保
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
二
つ
め
は
「
幅
を
持
た
せ
た
編
成
」

と
す
る
こ
と
だ
。

　「
新
課
程
で
は
小
・
中
学
校
で
学
習

し
て
は
徹
底
的
に
議
論
し
て
、
固
め
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
結

論
を
堅
持
す
る
と
い
う
前
提
で
、
新
委

員
会
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
」

　
新
委
員
会
で
約
３
か
月
間
議
論
し
た

末
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
枠
組
み
が
決

ま
っ
た
。
ま
ず
、
④
授
業
時
数
は
、
現

行
の
55
分
授
業
６
コ
マ
（
水
曜
の
み
７

コ
マ
）
の
週
31
コ
マ
か
ら
、
50
分
授
業

７
コ
マ
の
週
35
コ
マ
と
し
た
。

　「
新
課
程
で
は
特
に
理
科
の
単
位
数

が
増
え
る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
そ
の

も
の
の
『
器
』
を
大
き
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し

た
」（
海
和
先
生
）

　
⑤
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、
現
行
課

程
導
入
時
に
精
選
し
て
い
た
が
、
更
に

見
直
す
こ
と
に
し
た
。
担
当
の
教
師
が

１
９
９
０
年
度
〜
２
０
１
０
年
度
の
行

事
を
全
て
洗
い
出
し
、
一
覧
表
を
作
成

し
て
検
討
。
そ
の
結
果
、
２
日
間
か
け

て
行
っ
て
い
た
体
育
祭
の
時
間
を
削
減

し
て
２
コ
マ
分
の
授
業
を
入
れ
る
な

ど
、
同
校
の
カ
ラ
ー
を
失
わ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
つ
つ
行
事
を
縮
小
し
た
。

　
⑥
土
日
の
活
用
で
は
、
２
年
生
ま
で

は
補
習
な
ど
を
行
わ
ず
に
、
部
活
動
な

ど
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　
⑦
部
活
動
は
、
１
日
が
７
コ
マ
に
な

る
こ
と
で
放
課
後
の
練
習
開
始
が
遅
く

な
る
が
、
終
了
時
刻
は
従
来
の
ま
ま
に

し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
い
か
に

効
果
的
に
練
習
す
る
か
を
、
生
徒
に
課

し
た
形
と
な
る
。

　
新
委
員
会
の
方
針
を
土
台
に
、
10
年

11
月
か
ら
は
「
教
育
課
程
検
討
委
員

会
」を
立
ち
上
げ
、具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
検
討
に
入
っ
た
。

　
策
定
手
順
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ

る
。一
つ
は
、先
に
13
年
度
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
策
定
し
、
12
年
度
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
作
成
し
た

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
全
て
の
教
師
が

Ｓ
Ｉ
を
理
解
し
た
上
で
各
教
科
に
要
望

を
聞
き
、
叩
き
台
を
作
っ
て
か
ら
会
議

に
諮
る
作
業
を
繰
り
返
し
た
こ
と
だ
。

　「
会
議
で
各
教
科
の
要
望
を
聞
い
て

も
、
議
論
の
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
素
案

を
提
示
し
て
か
ら
意
見
を
聞
く
と
い
う

方
法
に
し
ま
し
た
」（
海
和
先
生
）

　
そ
の
結
果
、
11
年
１
月
に
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
完
成
。
コ
マ
数
を
増
や
し

全
体
の「
器
」
を
広
げ
、

コ
マ
数
減
の
教
科
を
出
さ
な
い

「
学
士
力
」
に
つ
な
が
る

共
通
の
基
礎
学
力
を
意
識

知
識
の
習
得
か
ら
活
用
へ

授
業
づ
く
り
も
転
換
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内
容
が
大
幅
に
増
え
ま
す
。
そ
の
結

果
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も

が
増
え
、
本
校
へ
の
入
学
生
の
学
力
差

が
更
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
学
力
の
変
化
が
大
き
い
と
予
測
さ

れ
る
教
科
・
科
目
を
中
心
に
幅
を
持
た

せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
生
徒
の

実
態
に
合
わ
せ
て
運
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
中
高
の
連
携

を
更
に
活
用
す
れ
ば
、
入
学
者
個
々
の

学
習
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
も
可

能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
が
終

了
し
た
今
、
こ
れ
ま
で
の
勤
務
校
で
の

経
験
も
踏
ま
え
て
浅
川
副
校
長
は
、
今

後
の
課
題
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

　「
以
前
は
３
年
生
で
受
験
に
必
要
な

科
目
を
集
中
的
に
履
修
さ
せ
た
り
、
学

校
行
事
を
秋
か
ら
春
に
移
し
た
り
と
、

出
口
の
大
学
入
試
を
考
慮
し
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
大
学
入
試
競
争
が
緩
和
し
た

今
、
本
校
の
よ
う
な
学
校
で
は
出
口
よ

り
も
入
り
口
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
を
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
た
だ
し
、
浅
川
副
校
長
が
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
以
上
に
重
要
だ
と
考
え
る
の

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
運
用
」
だ
。

　「
情
報
化
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
知

識
を
個
人
が
所
有
す
る
の
で
は
な
く
、

皆
で
共
有
し
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
す
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
学

校
現
場
に
デ
ジ
タ
ル
端
末
が
導
入
さ
れ

れ
ば
、
教
師
の
知
識
以
上
の
こ
と
を
生

徒
が
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、
知
識
を
い
か
に
効
率
的
に
教
え

込
む
か
と
い
う
授
業
は
通
用
し
ま
せ

ん
。
協
同
的
な
学
び
の
中
で
、
生
徒
た

ち
が
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
よ
う
な

活
用
型
の
授
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　
１
年
生
の
朝
学
習
の
時
間
で
は
こ
れ

ま
で
漢
字
や
計
算
の
ド
リ
ル
学
習
を
し

て
い
た
が
、
考
え
な
け
れ
ば
解
け
な
い

手
作
り
の
問
題
を
増
や
し
た
。
こ
れ
に

は
授
業
の
振
り
返
り
も
含
ま
れ
て
お

り
、
多
く
の
学
校
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
授
業
内
容
の
定
着
を
図
る
た
め
の
家

庭
学
習
指
導
に
も
つ
な
が
る
。

　
教
師
が
指
導
力
を
付
け
る
こ
と
が
、

新
任
や
２
校
目
の
若
手
教
師
が
多
い
同

校
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
だ
。

　「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
い
か
に
実
行
す

る
か
、
授
業
の
進
め
方
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
協
同
的
な
学
習
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
授
業
力
と
生
徒
の
学
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

た
分
は
、
国
語
・
地
歴
公
民
・
数
学
・

理
科
・
英
語
な
ど
に
当
て
、
そ
の
他
の

教
科
は
現
状
維
持
と
し
た
。
進
路
指
導

主
事
の
高
橋
正
憲
先
生
は
、「
授
業
時

数
が
削
減
さ
れ
る
教
科
が
無
い
た
め
、

大
き
な
反
対
も
な
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

決
ま
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
１
年
生
で
増
や
し
た
４
コ
マ
に
は
、

理
科
２
コ
マ
、
英
語
１
コ
マ
、「
芸
術
」

１
コ
マ
を
当
て
た
。「
芸
術
」
は
、
現

行
課
程
で
は
１
年
生
と
２
年
生
で
各
１

単
位
だ
っ
た
が
、
１
年
生
で
ま
と
め
て

２
単
位
取
得
と
し
た
。「
家
庭
」「
情
報
」

も
１
年
生
で
の
履
修
と
位
置
付
け
た
。

　
普
通
科
の
文
系
・
理
系
と
理
数
科
に

分
か
れ
る
２
年
生
か
ら
は
、
文
系
で
は

国
語
や
地
歴
公
民
を
、
理
系
で
は
数
学

や
理
科
を
増
や
し
た
。
理
数
科
に
学
校

設
定
科
目
と
し
て
設
け
て
い
る
「
生
涯

科
学
」
は
１
、２
年
生
で
履
修
さ
せ
て

い
た
が
、
２
、３
年
生
に
変
更
し
て
よ

り
専
門
的
な
指
導
に
重
き
を
置
く
こ
と

に
し
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
は
終
了
し
た

が
、
運
用
面
で
の
課
題
は
残
る
。
そ
の

一
つ
は
、
言
語
活
動
の
充
実
だ
。
数
学

担
当
の
高
橋
先
生
は
、「
学
級
全
体
に

向
け
て
話
し
掛
け
て
も
、
自
分
の
こ
と

だ
と
受
け
止
め
な
い
生
徒
が
増
え
た
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
、問
題
文
が
長
い
と
、

正
し
く
意
味
を
読
み
取
れ
な
い
生
徒
も

い
ま
す
。
数
学
で
も
、
計
算
や
問
題
を

解
く
技
能
だ
け
で
な
く
、
言
語
活
動
を

意
識
し
て
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
物
理
担
当
の
海
和
先
生
も
、「
物
理

の
学
力
は
か
つ
て
数
学
と
の
相
関
が
強

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
、
読
み
取
る
力
と
の
相
関
が
強
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
指

摘
す
る
。
朝
読
書
と
し
て
週
１
回
10
分

間
の
「
思
索
の
と
き
」
を
設
け
て
い
る

が
、
教
科
指
導
の
中
で
の
更
な
る
工
夫

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
会
議
は
、
授
業
時
数
が

増
え
る
た
め
、
時
間
の
確
保
が
難
し
く

な
る
。
海
和
先
生
は
、「
全
体
の
職
員

会
議
と
何
人
か
の
委
員
会
的
な
会
議
の

切
り
分
け
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に

な
り
ま
す
」
と
話
す
。
一
人
１
台
支
給

さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
情
報
共

有
策
な
ど
も
検
討
し
、
効
率
的
な
運
営

を
目
指
し
て
い
る
。

言
語
活
動
の
充
実
な
ど

運
用
面
を
検
討
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